
- 64 - 
 

  

  

タイトル 水中不分離性重量コンクリート 

分野 

建設 
キーワード ① 水中コンクリート ② リサイクル 

研究者氏名：福手 勤 

（所属：理工学部都市環境デザイン学科） 

[お問い合わせ先] 

TEL：０４９－２３９－１８２６ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：fukute@toyo.jp 

  

  

【概要】 

 水中不分離性コンクリートの重量コンクリート化およびリサイクル材料の有効利用を目的に、銅ス

ラグ、電気炉酸化スラグ等の産業副産物を用いた水中不分離性重量コンクリートを開発しました。 

【研究内容】 

今回開発した水中不分離性重量コン

クリートには、コンクリートの重量化のため

に、産業副産物である銅スラグや電気

炉酸化スラグを骨材として利用します。

リサイクル材料の利用促進は、環境負

荷の低減につながります。 

また、水中不分離性コンクリートの重

量化は、水中に建設される重力式の構

造物の安定性を向上させる効果があり、また、躯体や函体の小型化

などの効果が期待されます。このことから、水中作業の効率化や建

設コストの削減に貢献できる技術であり、安全・安心な施設整備に寄

与できると考えられます。 

水中不分離性重量コンクリートは、写真 1 に示すように水中打設

時に材料の分離が少ないため、コンクリートの品質が確保されるとと

もに周辺海域への汚染の影響も小さいコンクリートです。また、自己

充填性を有し、型枠の隅々まで均一な施工が可能です。コンクリート

の密度は使用する材料により若干異なりますが、2.7～3.1t/m3 程度です（表 1）。水中では浮力が

働くため、重量による安定性は 1.3～1.6 倍程度改善されると考えられます。 

産学共同研究の一環として、東洋大学と東洋建設（株）との共同で開発した技術であり、下欄に

示す特許を出願いたしました。 

【実用化・活用が見込まれる分野・対象業種等】 

 海洋・港湾・河川工事等の建設分野・官公庁等 
  

【関連特許】（特許名称・出願番号等） 

 水中不分離性コンクリート・特願２０１３－５１７４４・ 

水中不分離性 

重量コンクリート 

普通の 

コンクリート 

写真 1 水中打設時の状況 

表 1 水中不分離性重量 

コンクリートの密度（t/m3） 

 密度 

普通コン 2.3 

重量コン① 2.7 

重量コン② 2.9 

重量コン③ 3.1 


